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日
本
人
に
と
っ
て
「
忠
臣
蔵
」
は
、
も
っ
と
も
好
ま
れ
て
き
た
物
語
で
あ
り
、
ま
た
日
本

人
気
質
を
も
っ
と
も
表
す
も
の
と
さ
れ
て
き
た
。
昨
年
で
討
ち
入
り
以
来
三
〇
〇
年
が
経
過

し
た
が
、
現
在
で
も
赤
穂
浪
士
が
吉
良
上
野
介
邸
に
討
ち
入
っ
た
一
二
月
に
な
る
と
、
毎
年

関
連
ド
ラ
マ
が
放
送
さ
れ
る
な
ど
、
「
忠
臣
蔵
」
人
気
は
高
い
。 

し
か
し
、
赤
穂
事
件
に
は
、
浅
野
内
匠
頭
が
な
ぜ
吉
良
上
野
介
と
の
刃
傷
に
お
よ
ん
だ
か
、

な
ぜ
大
石
内
蔵
助
た
ち
が
討
ち
入
っ
た
の
か
な
ど
不
明
な
点
が
多
い
。
そ
の
た
め
、
事
件
当

時
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
流
言
が
飛
び
交
っ
た
。
こ
の
こ
と
が
、
後
に
語
り
継
が
れ
る
こ
と
に
な

る
、
さ
ま
ざ
ま
な
「
忠
臣
蔵
」
物
語
を
創
造
さ
せ
て
い
っ
た
。 

日
本
近
世
史
家
と
し
て
赤
穂
事
件
を
研
究
し
、
一
九
九
九
年
に
『
赤
穂
浪
士
～
紡
ぎ
出
さ

れ
る
「
忠
臣
蔵
」
』
の
業
績
が
あ
る
著
者
は
、
さ
ま
ざ
ま
に
創
造
さ
れ
て
い
く
赤
穂
事
件
・

赤
穂
浪
士
・
忠
臣
蔵
の
幻
想
イ
メ
ー
ジ
が
、
今
日
ま
で
の
日
本
社
会
に
い
か
な
る
影
響
を
与

え
て
い
っ
た
か
に
興
味
を
い
だ
き
、
本
書
を
刊
行
し
た
。
専
門
領
域
を
超
え
て
、
近
代
日
本

に
お
け
る
「
忠
臣
蔵
」
幻
想
イ
メ
ー
ジ
の
系
譜
を
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
る
。 

「
忠
臣
蔵
」
は
、
広
く
庶
民
に
親
し
ま
れ
た
物
語
で
あ
る
以
上
、
通
俗
的
な
文
献
も
数
多

い
。
そ
の
た
め
、
歴
史
学
者
が
研
究
対
象
と
し
て
注
目
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
ゆ
え
に
、

「
忠
臣
蔵
」
に
関
す
る
研
究
史
の
整
理
は
、
そ
の
多
く
は
文
学
者
や
演
劇
研
究
者
に
よ
っ
て

作
品
研
究
・
演
劇
研
究
と
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。 

こ
れ
に
対
し
て
、
歴
史
学
者
で
あ
る
著
者
に
よ
る
「
忠
臣
蔵
」
整
理
の
手
法
は
大
き
く
異

な
る
。
す
な
わ
ち
、
「
忠
臣
蔵
」
と
い
う
幻
想
物
語
が
、
明
治
維
新
以
降
か
ら
現
代
ま
で
、

変
遷
す
る
社
会
状
況
の
な
か
で
、
い
か
に
近
代
国
家
形
成
・
国
民
像
形
成
、
戦
争
遂
行
の
た

め
の
精
神
的
装
置
と
し
て
規
定
さ
れ
続
け
て
き
た
か
、
数
多
く
の
文
献
を
紹
介
し
な
が
ら
明

ら
か
に
し
て
い
る
。 

著
者
は
、
巻
末
に
お
い
て
、
日
本
社
会
の
構
造
、
日
本
人
の
精
神
構
造
が
大
き
く
変
化
し

た
現
在
、
も
は
や
わ
れ
わ
れ
は
、
武
士
の
美
学
や
自
己
犠
牲
の
精
神
と
い
っ
た
、
後
世
の
人

間
に
よ
る
勝
手
な
思
い
入
れ
で
あ
る
「
忠
臣
蔵
」
の
幻
想
イ
メ
ー
ジ
か
ら
解
放
さ
れ
る
時
期

に
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。 

ま
た
、
新
た
な
日
本
の
社
会
構
造
、
日
本
人
の
精
神
構
造
を
ふ
ま
え
た
う
え
で
、
人
間
の

喜
び
と
悲
し
み
の
本
質
を
描
き
、
時
代
の
本
質
に
迫
る
新
た
な
歴
史
文
学
の
創
造
を
提
言
す

る
。
そ
し
て
、
歴
史
学
者
に
対
し
て
は
、
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
化
し
た
日
本
人
論
を
打
破
す
る

た
め
に
も
、
緻
密
な
史
料
実
証
に
よ
っ
て
赤
穂
事
件
研
究
に
深
み
を
加
え
る
と
同
時
に
、
「
忠

臣
蔵
」
の
幻
想
イ
メ
ー
ジ
に
メ
ス
を
入
れ
、
時
代
に
生
き
る
人
々
の
精
神
的
動
態
の
解
明
を

あ
ら
た
め
て
提
言
し
て
い
る
。 

本
書
が
明
ら
か
に
し
た
「
忠
臣
蔵
」
幻
想
の
系
譜
に
、
今
後
い
か
な
る
作
品
が
連
な
っ
て

い
く
の
か
、
わ
れ
わ
れ
の
構
築
す
る
現
代
社
会
の
本
質
を
問
う
も
の
と
い
え
よ
う
。 

(

青
木
書
店
、
二
〇
〇
一
年
一
一
月
刊
、
二
八
○
○
円) 

(

う
が
い
ま
さ
し) 



 


